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平成 17 年 4 月 8 日 

各   位 

会 社 名：株 式 会 社  大   京 

                     代 表 者：代表取締役社長  田代 正明 

コード番号：8840    東証・大証第１部 

問い合わせ先：執行役員広報部長 大越  武 

                                TEL 03-3475-3802 

 

株式会社産業再生機構が保有する債権の弁済完了のお知らせ 
 

 当社、大京管理株式会社、株式会社大京住宅流通および株式会社沖縄大京は、平成 17年 1 月 31日

付で株式会社産業再生機構（以下、「産業再生機構」といいます）および関係金融機関との間で締結し

た金融支援に関する「債権者間の協定書」に基づき平成 17年 3 月 25 日に当該金融支援を実施いただ

くことにより、一連の金融支援手続きを完了いたしましたが、本日、スポンサーであるオリックス株

式会社からの調達資金により、産業再生機構が保有する債権 22,181 百万円を全額弁済しましたのでお

知らせいたします。 

 

記 

 

１．今回の弁済金額  22,181 百万円 

 

 （参考） 

 

  産業再生機構の金融機関からの買取債権額（①） 84,771 百万円（平成 17 年 1 月 31 日付） 

  産業再生機構の債権放棄額（②）        27,075 百万円（平成 17 年 3 月 25 日付） 

  既弁済額（③）※               35,515 百万円（平成 17 年 4 月 7 日現在） 

  残債権額（①－②－③）            22,181 百万円（平成 17 年 4 月 7 日現在） 

  ※ ノンコア事業資産の売却、および事業収益による弁済。 

 

 

    

   当社は、昨年 9月 28 日に支援決定を受けた「事業再生計画」（別紙「ご参考」参照）の早期達

成に向け、事業構造の再構築を着実に推進してまいりましたが、今回、産業再生機構のご理解・

ご承認を得て、産業再生機構による支援を終えることとなります。 

今後は、スポンサーでありますオリックス株式会社の支援のもと、「事業再生計画」の趣旨に沿

って、マンション分譲・管理・流通を中核とする事業構造への再構築を一層推進し、お客さまへ

の良質なマンション居住環境の提供を通じて確固たる事業基盤の構築に邁進してまいります。 

 

 

 

以  上 
 
 
 
 



 2

 

（ご参考） 

 

事業再生計画 

 
 

 

【大京の事業再生計画（単体）】      
                          （単位：億円） 

 平成 18年 3月期 

 

平成 19年 3月期 

 

平成 20年 3月期 
（最終年度） 

売 上 高 ３，０７０ ２，１４０ ２，０７０ 

営業利益 １３０ １４０ １６０ 

経常利益 ４０ ８０ １００ 

 

有利子負債 １，８３０ １，６２０ １，５００ 

 
 
 
 
【連結事業計画】※ 
                              （単位：億円） 

 平成 18年 3月期 
 

平成 19年 3月期 
 

平成 20年 3月期 
（最終年度） 

売 上 高 ４，５００ ３，６００ ３，５００ 

営業利益 ２２０ ２４０ ２７０ 

経常利益 １２０ １７０ ２１０ 

 
連結有利子負債 ２，１６０ １，９３０ １，７７０ 

  
※ 大京の事業再生計画に基づいた連結事業計画 

 
 
 
上記の計画数値は、平成 16 年 9 月 28 日の支援決定時に作成したものです。 

 


